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研究成果の概要：  
 
本研究は、地域開発に従事している日本人専門家・教育者の仕事における体験をケースとし
て分析し、指導要領を含めて教材化し、国際開発における人材育成に資することを目的とし
た。具体的には１）海外共同研究者との連携に基づき、対象地域および分野を確定、２）対
象地域・分野における問題点を現地調査などから提起し分析、３）トレーニング・ニーズに
もとづいたケース作成を実施し、最終的には、４）開発分野の大学院生、開発専門家ならび
に、技術専門家を対象としたトレーニングへの導入を目指す。教育、保健、環境、海洋資源
管理、農村開発分野における 13 ケースを現地調査、経験に基づき作成。今後、大学院の講
義および国際協力分野の専門家研修において、即戦力となる人材育成のために活用できるケ
ースとその指導要領からなる教材として商業出版する計画である。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 5,100,000 1,530,000 6,630,000 

2007 年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

2008 年度 5,500,000 1,650,000 7,150,000 

年度  

  年度  

総 計 14,000,000 4,200,000 18,200,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 ・ 教育工学 
キーワード：国際開発・ケースメソッド・教材開発・地域開発・人材育成・持続可能な開発   
 
１．研究開始当初の背景 
 

国際開発プロジェクトは分野・地域
共に年々多様化している。これに伴っ
て、プロジェクトの準備・計画・実行
・評価の各段階において、現地におけ
るニーズの把握や国際連携などが困
難さを増し、プロジェクトを運営する

うえで、従来以上に多様で複雑な問題
が発生していることが報告されてい
る。こうした状況に対応すべく、欧米
の教育研究機関は競って「ケースメソ
ッド」教授法を高等教育・人材育成分
野に積極的に取り入れている。一方、
日本の高等教育機関の国際開発分野
への参加は年々増加しているが、上記
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の欧米に匹敵する教育にリンクした包括
的な取り組みは未だなされていないの
が現状である。こうした背景を得て、
日本人専門家の国際開発に関る機会
が、今後さらに拡大・多様化すること
が予想される状況を鑑み、日本の高等
教育機関がケースメソッドを積極的
にカリキュラムの主軸とし、開発のニ
ーズに柔軟に対応できる人材育成の
一翼を担うことを望むものである。 

 
２．研究の目的 

本研究は、地域開発に従事している日
本人専門家・教育者の仕事における体
験をケースとして分析し、指導要領を含
めて教材化し、国際開発における人材
育成に資することを目的とした。 

具体的には下記の四つのプロセス
を果たした。 １）海外共同研究者と
の連携に基づき、対象地域および分野
を確定する、２）対象地域・分野にお
ける問題点を現地調査などから提起
し分析する、３）トレーニング・ニー
ズにもとづいたケース作成を行う、
４）開発分野の大学院生、開発専門家
ならびに、技術専門家を対象としたト
レーニングへの導入を実施する。  

 
３．研究の方法 
 
1). アジアを中心として開発プロジェクトの現状
に関する背景調査と分析 

a. UNESCO, 国際開発学会、環境科学会、水
資源･環境学会、日本国際保健医療学会、
アジア政経学会、比較教育学会による社会
学的、計画学的研究集積の分析を行ない、
地域開発が直面している問題、開発手法に
ついて明らかにした。 

b. 各レベルの政府が関連する政策調査、ヒアリ
ング調査を通して、当該地域における開発
政策を把握し、それらの枠組みの持つ意味
と可能性・問題点を体系的に整理した。 

 
2) 文献・聞き取り調査による現地でのニーズ調
査 

a. 文献・聞き取り調査によって事例の収集
とその背景である社会統計データの収
集・分析をおこない、海外研究協力者
へ現地におけるラウンドテーブル、イン
タビューなどの協力依頼 

b. 現地では、通常の聞き取り調査に加え
て、海外共同研究者にファシリテータ
(進行係)をつとめてもらい、ターゲットグ
ループを対象に参加型手法を用いたワ
ークショップを開き、ニーズの把握 

c. 同時に、各分野において地域・焦点を

定めるべく連携機関を明確にし、専門
家（国内、国際機関における共同研究
者、執筆者）参加のワークショップを開
催し、現地調査に基づく現状問題分析 

 

3)ニーズ分析 

ニーズアセスメントの調査結果を基に次
の 3 項目に沿って情報分析を行なっ
た。 

① 現状分析 

② ステーク・ホールダー分析：関係
者／関係機関について、担うべき責任
と実際の役割の乖離・原因について分
析 

③ 問題の提起：開発における技術面、
人材面、文化的側面、制度的側面に分
類しながら構造的欠陥を分析 

 
4) ケース執筆のための現地調査補充 

トピックスの例 
① 途上国における国際連携の困難さ（モ

ンゴル） 
② 沿岸資源管理のための規制実施の困難

さ(フィリピン） 
③ コミュニティ開発における社会資本の

役割（中国） 
④ 健康的地域づくりのためのシステム構

築の困難さ（タイ・スリランカ） 
 
 5) 教材の開発 
現地調査に基づき、共同研究員および、執筆
協力者含め、全 13 ケースを教材として開発
した。 
 
1. 僻地の学校における遠隔教育教材の開

発・導入（山口しのぶ） 
2. 「参加型」って「誰」のこと？（西野桂

子・相馬真紀子） 

3. 「少数民族による少数民族のためのプ
ロジェクト」の理想と現実（矢野智子・
山口しのぶ） 

4. 沿岸開発のはざまで零細漁民にできる
ことはなにか（川辺みどり） 

5. イルカを捕るのは･･･？（川辺みどり） 
6. イルカを保護するために貿易制限を行

うことは許されるか― 東部太平洋マ
グロ・イルカ紛争－（稲本守） 

7. 生活スタイルを変えることは可能か？
（樋口まち子） 

8. 木を植えようとして森を破壊すること
があるのか－内戦・津波復興に向けた持
続可能な開発援助－（樋口まち子） 

9. コルト王国のエイズ対策～地方の病院



 

 

で起きた薬剤供給問題から～（李祥任） 
10. 活動は誰のためのもの？（村山智子） 
11. 「もう援助はいらない！」－農業灌漑か

ら老人協会に転換したプロセスとは？
－（阿古智子） 

12. 「嫁」はエイズだった！―砂埃たれこめ
る山村では，今－（福原毅文） 

13. あなただったらどうする？HIV をめぐっ
て（村山哲也） 

 
 
４．研究成果 
 
教材の開発及び出版準備 

上記の現地調査に基づいて作成したケー
ス教材を用いてケースメソッド研修を行い、
その評価によって教材としての質を高め
た。 
（１）協力者間会合にて、ケースの教材と

しての可能性について議論 
（２） 教材の評価を各自で、研究協力者
を含めた専門家によるレビュー及び、 
実際に大学院の講義・専門家研修など
で試験的に用いて受講者による評価を
実施 
（３） （２）の結果をふまえてさらに改良し、
同時に指導要領を作成 
（４） （３）の結果を、「ケースで学ぶ国際

開発」としてまとめ、開発分野における
人材育成のための教材として出版す
る準備を行なっている 
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